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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B10
バックアップシステムの構築（平年度化） 警察費 警察本部費 一般行政費

警察法 戦略項目 05 大規模災害への備え

分野施策 010501 危機管理・防災体制の強化

１　事業の概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 34,649 34,649 31,692

前年額 2,957 2,957

平成25年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

警察管
理費

事 業
期 間

平成24年度～ 根 拠
法 令

　県警察の警察情報管理システムの機器は、警察本部に
集約されており電算室が被災した場合、全てのシステム
が停止する危険性がある。そこで災害救助活動に必要な
情報を集約する必要最小限度の警察情報管理システムを
、災害発生時に継続して運用するためにバックアップシ
ステムを構築する。
（1）バックアップシステムの構築（平年度化）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34,649千円

（1）事業内容
　　　バックアップシステムの構築（平年度化）　機器借上料　34,649千円
　　　警察本部庁舎と新たにサーバを設置する寄居警察署に情報通信ネットワークを介して、バックアップシステム
　　環境を構築し、災害発生時に最低限必要不可欠な次の8業務を継続的に運用する。
　　①災害突発情報管理業務
　　②検視管理業務
　　③行方不明者情報管理業務
　　④身元不明変死体・行方不明者検索業務
　　⑤保健管理業務
　　⑥留置管理業務
　　⑦装備資機材総合運用管理業務
　　⑧当直日誌管理業務

（2）事業計画
　　　平成24年度　　　 2,957千円（ 1月分）、平成25年3月導入
　　　平成25年度以降　34,649千円（12月分）

（3）事業効果
　　　災害発生時に必要な警察情報管理システムを継続的に運用することにより、災害活動等の警察業務を維持する
　　ことができる。（県10/10）

前年との
対比
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